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（百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年７月期第２四半期 1,539 15.7 79 16.4 80 18.3 49 18.1

2021年７月期第２四半期 1,331 － 67 － 67 － 42 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年７月期第２四半期 53.73 －

2021年７月期第２四半期 45.75 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年７月期第２四半期 1,340 1,059 79.0

2021年７月期 1,255 1,009 80.4

（参考）自己資本 2022年７月期第２四半期 1,059百万円 2021年７月期 1,009百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年７月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年７月期 － 0.00

2022年７月期（予想） － 0.00 0.00

１．2022年７月期第２四半期の業績（2021年８月１日～2022年１月31日）

（注）１．当社は、2020年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から

適用しており、2021年７月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値
となっております。これにより、2021年７月期第２四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用
しており、2021年７月期に係る各数値については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっておりま
す。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,145 12.8 194 22.8 179 13.3 114 11.9 123.07

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年７月期２Ｑ 929,000株 2021年７月期 929,000株

②  期末自己株式数 2022年７月期２Ｑ 328株 2021年７月期 328株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年７月期２Ｑ 928,672株 2021年７月期２Ｑ 923,541株

３．2022年７月期の業績予想（2021年８月１日～2022年７月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用

しており、上記の業績予想は当該会計基準等を適用した後の数値となっております。対前期増減率及び対前年同四

半期増減率は、当該会計基準等を前年同期に遡及適用した後での数値と比較して記載しております。

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無
（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項（会計方

針の変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）2020年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算

定しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から適用

しており、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前年同四半期累計期間及び前事業年度との比較・分析を行っ

ております。

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が徐々に緩和され、

持ち直しの動きがみられていましたが、新たな変異株の流行やそれに対するまん延防止等重点措置が再度実施され

る等、先行き不透明な状況が続いております。

　当社の属するリフォーム業界は、いまだ半導体不足による一部材料納期の長期化による工期の延伸が生じてお

り、木材や原材料価格の高騰、物流コストの上昇等を背景とした建設資材の価格上昇もあり、先行きは依然として

予断を許さない状況が続いております。

　このような状況のなか、当社は積極的に様々な採用チャネルを用いた人材採用活動や、採用した従業員に対する

教育体制の強化等を行い、テレビＣＭ等の継続的な広告戦略や積極的な営業活動とあわせ、首都圏の事業拡大に向

け、努めてまいりました。

　この結果、第２四半期累計期間の経営成績は、完成工事高1,539,720千円（前年同期比15.7％増）、営業利益

79,110千円（同16.4％増）、経常利益80,398千円（同18.3％増）、四半期純利益49,899千円（同18.1％増）となり

ました。

なお、当社はリフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における流動資産は1,213,683千円となり、前事業年度末に比べ66,072千円増加いた

しました。これは主に完成工事未収入金及び契約資産が55,818千円、現金及び預金が6,191千円、未成工事支出

金が6,165千円増加したことによるものであります。固定資産は127,224千円となり、前事業年度末に比べ19,682

千円増加いたしました。これは主に有形固定資産が14,364千円、無形固定資産が6,357千円増加したことによる

ものであります。

　この結果、総資産は、1,340,908千円となり、前事業年度末に比べ85,755千円増加いたしました。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債は280,782千円となり、前事業年度末に比べ36,006千円増加いたし

ました。これは主にその他の流動負債が12,460千円、未払法人税等が1,849千円減少した一方、工事未払金が

30,253千円、未成工事受入金が10,361千円、賞与引当金が9,700千円増加したことによるものであります。固定

負債は945千円となり、前事業年度末に比べ150千円減少いたしました。

　この結果、負債合計は、281,727千円となり、前事業年度末に比べ35,855千円増加いたしました。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は1,059,181千円となり、前事業年度末に比べ49,899千円増加い

たしました。これは主に四半期純利益の計上に伴い繰越利益剰余金が49,899千円増加したことによるものであり

ます。

　この結果、自己資本比率は79.0％（前事業年度末は80.4％）となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は715,938千円となり、前事業年度末に比べ5,291千円の

増加となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は33,081千円（前年同期比23,491千円増加）となりました。これは主に売上債権

の増加55,818千円、法人税等の支払33,043千円等の減少要因があったものの、税引前四半期純利益79,592千円、

仕入債務の増加30,253千円、未成工事受入金の増加10,361千円等の増加要因があったことによるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は27,157千円（前年同期比3,848千円減少）になりました。これは主に有形固定

資産の取得による支出17,775千円、定期預金等の預入による支出10,555千円、無形固定資産の取得による支出

8,305千円、定期預金等の払戻による収入9,534千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は632千円（前年同期比49千円減少）となりました。これは主にリース債務の返

済による支出632千円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2021年７月期の通期の業績予想につきましては、2021年９月14日の「2021年７月期　決算短信」で公表いたしま

した第２四半期累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年７月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 755,892 762,083

完成工事未収入金及び契約資産 366,540 422,358

未成工事支出金 10,174 16,340

その他 17,276 14,274

貸倒引当金 △2,272 △1,374

流動資産合計 1,147,611 1,213,683

固定資産

有形固定資産 73,219 87,583

無形固定資産 14,047 20,405

投資その他の資産 20,275 19,235

固定資産合計 107,542 127,224

資産合計 1,255,153 1,340,908

負債の部

流動負債

工事未払金 141,083 171,337

未払法人税等 36,645 34,796

賞与引当金 5,100 14,800

未成工事受入金 3,165 13,527

その他 58,781 46,321

流動負債合計 244,776 280,782

固定負債

資産除去債務 945 945

その他 150 -

固定負債合計 1,095 945

負債合計 245,872 281,727

純資産の部

株主資本

資本金 216,280 216,280

資本剰余金 116,280 116,280

利益剰余金 676,776 726,676

自己株式 △55 △55

株主資本合計 1,009,281 1,059,181

純資産合計 1,009,281 1,059,181

負債純資産合計 1,255,153 1,340,908

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2020年８月１日
　至　2021年１月31日)

 当第２四半期累計期間
(自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日)

完成工事高 1,331,114 1,539,720

完成工事原価 983,310 1,156,979

完成工事総利益 347,803 382,741

販売費及び一般管理費 279,819 303,631

営業利益 67,984 79,110

営業外収益

受取利息 3 3

貸倒引当金戻入額 - 934

その他 12 357

営業外収益合計 16 1,294

営業外費用

支払利息 14 6

営業外費用合計 14 6

経常利益 67,986 80,398

特別利益

固定資産売却益 - 45

特別利益合計 - 45

特別損失

固定資産除却損 - 851

特別損失合計 - 851

税引前四半期純利益 67,986 79,592

法人税、住民税及び事業税 29,193 31,126

法人税等調整額 △3,463 △1,434

法人税等合計 25,730 29,692

四半期純利益 42,255 49,899

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2020年８月１日
　至　2021年１月31日)

 当第２四半期累計期間
(自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 67,986 79,592

減価償却費 5,893 4,506

固定資産除却損 - 851

株式報酬費用 3,285 4,851

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △934

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,500 9,700

受取利息 △3 △3

支払利息 14 6

売上債権の増減額（△は増加） △5,751 △55,818

棚卸資産の増減額（△は増加） 824 △6,165

仕入債務の増減額（△は減少） △6,140 30,253

未払金の増減額（△は減少） 3,417 1,753

未成工事受入金の増減額（△は減少） △12,948 10,361

未払消費税等の増減額（△は減少） △14,422 △340

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少）
△3,161 68

その他 △1,542 △12,556

小計 43,952 66,128

利息の受取額 3 3

利息の支払額 △14 △6

法人税等の支払額 △34,352 △33,043

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,589 33,081

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金等の預入による支出 △10,554 △10,555

定期預金等の払戻による収入 9,534 9,534

有形固定資産の取得による支出 △29,722 △17,775

無形固定資産の取得による支出 △358 △8,305

差入保証金の差入による支出 △36 △118

差入保証金の回収による収入 147 77

その他 △16 △14

投資活動によるキャッシュ・フロー △31,006 △27,157

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △626 △632

自己株式の取得による支出 △55 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △681 △632

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △22,098 5,291

現金及び現金同等物の期首残高 720,186 710,647

現金及び現金同等物の四半期末残高 698,088 715,938

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に転移した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

（１）工事契約に係る収益認識

　工事契約に関して、従来、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　2007年12月27日）及び「工事

契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　2007年12月27日）に基づき、進捗部分につい

て成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用してお

りましたが、履行義務を充足するにつれて一定の期間にわたり充足される履行義務については、履行義務の充足に

係る進捗度を見積もり、当該進捗度に基づき一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。なお、

履行義務の充足に係る進捗率の見積もりは原価比例法によっております。また、履行義務の充足に係る進捗度を合

理的に見積もることができないものの、発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益

を認識しております。

（２）顧客に支払われる対価

　顧客に支払われる販売手数料について、従来、販売費及び一般管理費に計上しておりましたが、完成工事高から

減額する方法に変更しております。

　当該会計方針の変更は、収益認識会計基準第84項に定める原則的な取扱いに従って遡及適用され、前第２四半期

累計期間及び前事業年度については遡及適用後の四半期財務諸表及び財務諸表となっております。この結果、遡及

適用を行う前と比べて、前第２四半期累計期間の完成工事高が46,348千円、販売費及び一般管理費が46,348千円そ

れぞれ減少しておりますが、営業利益、経常利益、及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。また、前

事業年度の利益剰余金の期首残高に与える影響はありません。

　収益認識会計基準を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「完成工事

未収入金」は、「完成工事未収入金及び契約資産」と表示しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取り扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期財務諸表に与える影響はあ

りません。
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（追加情報）

　前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定につ

いて重要な変更はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、リフォーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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